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ASnX3型（A = CH3NH3
+, (NH2)2CH+, Cs+, etc., X = I–, Br–, Cl–; Figure 1a）のスズ系ペロブスカイト

は，環境負荷の少ない塗布型太陽電池の光吸収材料として期待されている．しかし，スズ系ペロ

ブスカイトでは，鉛系と異なり，材料中の Sn2+が Sn4+へと酸化されやすく，これが膜中の正孔密

度を増加させ太陽電池特性を低下させてしまうことが課題となっており，その太陽電池の変換効

率は依然 10%程度と低いのが現状である．  

これまでに我々は，溶媒分子が配位した SnI2(dmf)などの一連の SnX2 錯体を，スズ系ペロブス

カイトの高純度化前駆体材料として開発した 1．また，膜質の良いペロブスカイト層を得る成膜手

法の開発を行い，再現性良く 7%を超える変換効率を示すデバイスの作製が可能になった 2．しか

し，その内部量子効率は 70%程度にとどまっており，さらなる高効率化のためには，極微量に存

在すると考えられる Sn4+種を取り除き，キャリアの再結合を抑える手法が必要だと考えられる． 

 本研究では，強力な還元剤を捕捉剤として加え，系中で Sn4+を Sn2+に還元する，スカベンジャ

ー法の開発を行った（Figure 1b,c）．特に，テトラメチルジヒドロピラジンン（TM-DHP）が最も

効果が高く，TM-DHP により処理したペロブスカイト薄膜では蛍光寿命が 3 倍以上長くなり，太

陽電池の光電変換効率が 11.5%にまで向上することがわかった． 

 

 

Figure 1. (a) Structure of ABX3 perovskites, (b) schematic illustration of scavenger approach, and (c) 
candidate reducing agents. 
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